
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５７９号 

                                                        ～粘り強く考え創造する子(知) 

                                                        ～仲間を思いやるやさしい子(徳) 

                                                        ～進んで体を鍛えるたくましい子(体) 

                                                        ～故郷を誇りに思い愛する子(愛)  
 

なぎさの子  
 

宗谷小学校学校だより 令和７年７月２５日    

 

  失敗は成功のもと                                    

                                    校長 塩原 千夏   

 

児童会の年間スローガンが「失敗を恐れない」ということに決まり、動き出しています。本校の今年度の重点目標である

「主体的に 粘り強く挑戦し 思いやりのある子供の育成」と関連し、失敗を恐れず主体的に、そして粘り強く挑戦する子

供たちに育ってほしい・・・と願います。 

「失敗は成功のもと」と昔から言われるように、失敗から学びを得て、次に生かして成功につなげるということは、今も

とても大事なことであり、失敗すればするほど「学び」が豊かになるとも言われます。しかし、実際には「失敗したらどう

しよう」という思いを抱くなど、人間は誰でも失敗に対する不安はあるものです。そこで、こんな話を紹介します。 

ある美術学校で陶芸の授業がありました。先生が教室にいる学生を、単純に２つのグループに分けました。そして、左側

の学生には、「君たちの成績は、どれだけたくさんの作品をつくったかによってつけることにしよう。」と言い、反対の右側

の学生には、「君たちの成績は、でき上がった作品の質がどれくらいいいかによってつけることにしよう。」と言いました。 

  さて、どちらのグループの作品が優秀だったでしょうか？ 結果は何と、優秀な作品は全部、とにかくたくさんの作品を

つくったグループから生まれたのだそうです。 

  たくさんの作品をつくるグループは、作品をどんどんつくっていく途中で、たくさんの失敗をしたのです。でも、失敗し

ても失敗してもとにかくたくさんの作品をつくれば成績が良くなるのですから、失敗を気にしないでどんどん作品をつくり

ました。でも、いくらたくさんつくればいいと言っても、前と同じ失敗はしたくないのです。それで、前に失敗したことか

ら学んでそれを生かし、次につくる時には、よりよい物をつくっていったそうです。 

この話から、「失敗すること」と「失敗してもそこで諦めずに挑戦を続けること」の大切さがわかるのではないでしょう

か。「失敗したことのない人間というのは、挑戦をしたことのない人間である」（アルバート・アインシュタイン）という名

言もあります。 

小学校というところは、この失敗と再挑戦がいくらでもできるところです。子供たちには失敗を恐れず何事にも挑戦し、

失敗したらまた再挑戦して、たくさん成長していってほしいと思います。 

 

 明日から夏休みに入ります。いろいろなことに挑戦し、家族とのふれあいもたっぷりとって、心も体も元気で楽しい日々

を過ごしてほしいと思います。 

保護者・地域の皆様には、1学期間の様々なご支援・ご協力、誠にありがとうございました。 

 

 ７月２６日（土）に行われる「南中ソーラン全国交流祭」に向けて、富磯小学校との合同の練習を全部で３回行い

ました。ソーラン祭が夏休みの開催とあって、残念ながら両校とも全員参加とはなりませんでしたが、当日出場する

児童も、そうでない児童も一緒に練習を行ってきました。特に最後 

の練習では、川越先生の熱い指導のもと、今まで一番良い掛け声で 

踊ることができたと思います。保護者や地域の方たちも、ぜひ会場 

に足を運んでいただき、頑張る子供たちを応援してください。 
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７(木) ぶっくくん 体育館 LED 工事（～13 日） 
９(土) 学校閉庁日（～17 日） 

１１(月) 山の日 
１７(日) ノーゲーム・ノーメディアデー 
２１(木) ぶっくくん 教職員防犯講習会 
２２(金) 安全点検日 
２５(月) 2 学期始業式 二計測①（低学年） 

劇団四季鑑賞（３～６年生 ～16：45）  
２６(火) 磯遊び 
２７(水) 二計測②（中学年） 
２８(木) 短縮日課 二計測③（高学年） キャリア教育 

２９(金) 水泳授業③ 
「なぎさの子」配付 
修学旅行児童会議 

 
【9 月】 
 １(月) 安全点検週間（～5 日） 
     平和学習（外部講師） 
     平和祈念式典（6 年生参加） 
 ２(火) 短縮日課 専門委員会 
 ３(水) PTA 三役会 図書支援員会 
 ４(木) 合同修学旅行① ぶっくくん 
 ５(金) 合同修学旅行② 
 ７(日) 平和マラソン大会 

 低学年は「手遊び歌」や体を使っ

た遊びを交えながら、自己紹介をし

合ったり、集団行動を学んだりしま

した。 

 元気よく自分の名前を言ったり、

積極的に遊びに参加したりなど、普

段通りの 

低学年の積 

極性が表れ 

ていました。 

  

 沿岸３校合同で行われている（今年は一部で声問小も参加）集合学習が行われました。それぞれの学校だけでは体験

することができない大人数での学習に、みんな興味津々でした。この３校の児童は、中学校で一緒に学習していく仲間

です。これから合同修学旅行や社会・生活科見学などが予定されているので、たくさんの経験を重ねながら、集団で行

動することの大切さやルール、マナーについて改めて学んでほしいと思います。 

 

 ６月２７日（金）にリサイクル品回収を行いました。当

日はたくさんの保護者の方にご協力をいただき、本当にあ

りがとうございました。 

 １年に１回となった回収ですが（小屋での回収は常時行

っています）、地域の方にご協力していただき、大量にリ

サイクル品を回収することができました。 

 子供たちが１件１件元気に訪問し、協力しながら集めた

ものを素早くトラックに積み込む姿を、笑顔で見送る地域

の方のまなざしが印象的でした。 

 収益金につきましては、昨年より若干増えました！あり

がたく子供たちの教育活動に活用させていただきます。 

 

 高学年は合同修学旅行に向けて、

グループで話し合いをしました。 

 体育で行ったタグラグビーでは白

熱の対戦をし、最後は、宗谷・富磯

小チームと大岬小チームで、南中ソ

ーランを披露し合い、当日の発表に

向けてお互 

いによい刺 

激をもらう 

ことができ 

ました。 

 中学年は「木とりす」というお互

いがコミュニケーションを取り合う

活動や「長縄」を行いました。 

 最初は大人数で活動することに戸

惑う児童もいましたが、時間が経つ

につれ、満面の笑顔で一生懸命に取

り組む姿が 

印象的でし 

た。子供た 

ちの順応力 

に感服です。 

 

 先日の参観日・懇談会では、たくさんのご参加あ

りがとうございました。 

 参観では、各学級で「情報モラル」についての授

業を見ていただきました。また、全体懇談会では子

供たちが何気なく使っている「言葉」について、ス

ライドを交えてお話ししました。 

 この２つに共通していることは、メディアやゲー

ムが子供たちに与える影響の大きさです。 

 明日から夏休みに入り、子供たちがメディアやゲ

ームに触れる時間はますます増えると思います。 

 ぜひ、休みに入る前に、「時間」や「機器の使い

方」について、子供たちと話し合う場をつくってい

ただきたいと思います。 

 一度依存症になってしまうと改善は難しいです。 


